
名鉄グループリスク管理基本⽅針 

 
［ 基 本 ⽬ 的 ］  
1. 平 常 時 の 予 防 及 び 軽 減 措 置  
名 鉄 グ ル ー プ の 事 業 を 取 巻 く さ ま ざ ま な「 リ ス ク 」の 把 握 に 努 め 、平 常 時 か ら 、可
能 な 限 り 損 失 発 ⽣ の 未 然 防 ⽌ 、 軽 減 措 置 を 講 じ ま す 。  
2. 緊 急 事 態 発 ⽣ 時 の 適 切 か つ 迅 速 な 対 応  
緊 急 事 態 発 ⽣ 時 に お い て 、組 織 の 機 能 を 維 持 し 、損 害 の 拡 ⼤ を 防 ぐ と と も に 、迅 速
な 復 旧 を 可 能 に し ま す 。  
私たちは、より⾼い公共性と社会的責任が求められる事業者として、安全の確保を最優先します。 
私たちは、会社関係者（お客様、株主、地域社会、取引先など）の安全、健康及び利益を損なわ
ないように活動します。 
私たちは、従業員などの会社構成員の安全及び健康を損なわないように活動するとともに、経営
資源の保全を図ります。 
私たちは、災害･事故などで被害を受けた場合にも、事業継続または業務を中断させないように
備えるとともに、万⼀、中断したときには、迅速に復旧させることにより、事業者としての社会
的責任を果たします。 
私たちは、リスクが顕在化した際には、責任ある⾏動をとるとともに、再発防⽌のために最善の
努⼒をします。 
運 輸・サ ー ビ ス 事 業 を 根 幹 と す る 私 た ち 名 鉄 グ ル ー プ は 、そ れ ぞ れ の 事 業 を 運 営 す
る に あ た り 、よ り ⾼ い 公 共 性 と 社 会 的 責 任 が 求 め ら れ て い ま す 。地 域 社 会 か ら の 信
頼 を 得 る こ と を 基 本 的 姿 勢 と し 、常 に 社 会 の ⼀ 員 で あ る と い う 視 点 に ⽴ っ て 、誠 実
か つ 公 正 な 事 業 活 動 を ⾏ う こ と に よ り 、社 会 の 発 展 に 貢 献 し て い き た い と 考 え て い
ま す 。  
そ の た め に 、私 た ち は 、「 ル ー ル の 遵 守 」、「 安 全 の 確 保 」、「 公 正 な 事 業 活 動 」、
「 積 極 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 」、「 ⼈ と 社 会 の 尊 重 」を 五 つ の 柱 と す る「 名
鉄 グ ル ー プ 企 業 倫 理 基 本⽅針」を定め 、⾃ら の役割と 責 任 を明確 に し て ⾏ 動 し ま す 。 
 
 
［ 基 本原則］  
『ル ー ル の 遵 守 （法令遵 守 の徹底）』  
ル ー ル を 遵 守 し 、社 会規範に 従 い 、⾼ い 倫 理観を 持 っ て 責 任 あ る ⾏ 動 を し ま す 。 ま
た 、万 ⼀ 、こ の⽅針に違反す る お そ れ が あ る と き 、違反す る ⾏為を し た と き 、ま た
は違反す る ⾏為を 発⾒し た と き は 、直ち に上司や関 係 者 に報告し 、適 切 な 措 置 を と
り ま す 。  



『安 全 の 確 保』  
安 全 の 確 保 は すべて に お い て 優 先 し ま す 。全 社 を あげて 、絶えず安 全 が阻害 さ れ て
い な い か ど う か を監視 し 、 安 全 性 の向上に 努 め ま す 。  
『公 正 な 事 業 活 動』  
お 客 様 、株 主 、地 域 社 会 な ど すべて の 会 社 関 係 者 に 対 し 、誠 実 か つ 公明正 ⼤ に接し 、
透明性 の あ る 事 業 活 動 を ⾏ い ま す 。  
『積 極 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動』  
広く 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を ⾏ う と と も に 、企 業情報を 積 極 的 に 発 信 し 、開
か れ た 会 社 を ⽬指し ま す 。  
『⼈ と 社 会 の 尊 重』  
⼈権を 尊 重 す る と と も に 、良き 企 業市⺠と し て 、社 会 貢 献 ・環境保 全 活 動 な ど に 積
極 的 に 取 り 組みま す 。  
上記の 五 つ を 基 本原則と し 、前例や既成概念に と ら わ れ る こ と な く 、オー プ ン で⾵
通し の よ い 企 業⾵⼟を築き上げま す 。  
 
 
 


